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１．生息環境の保全 

統合的沿岸域 
管理指針 

（ラムサール 
決議 VIII.4） 

河川流域 
管理指針 
（ラムサール 
決議 VII.18） 

水資源の配分と 
管理の指針 
（ラムサール 
決議 VIII.1） 

管理計画策定の新指針（ラムサール決議 VIII.14） 

［マイポ湿地，片野鴨池，佐潟，宮島沼］ 

ワイズユース指針（ラムサール勧告 4.10，決議 5.6） 

リスク評価 
の枠組み 

（ラムサール 
決議 VII.10） 

湿地再生指針 
（ラムサール 
決議 VIII.16） 

［琵琶湖（内湖復

元），片野鴨池（た

んぼクラブ）・蕪栗

沼，釧路湿原］ 

法制度見直し 
の指針 

（ラムサール 
決議 VII.7） 

住民参加指針（ラムサール決議 VIII.8） 

［片野鴨池協議会，蕪栗沼環境管理会議］ 

「アジア太平洋地域渡り性水鳥保全戦略」のもとに推進されるガンカモ

類の活動は，その「行動計画」のゴール（図１）にむかって，以下の１

から７のような課題（図２）があるでしょう．それぞれの課題に役立つ

資料や重要生息地ネットワーク参加地でこれまでに進められている主要

な活動を以下にまとめてみました．このページの内容に，紹介する資料

へのリンクを施したオンライン版をつぎのアドレスに置きますので，必

要に応じてご活用ください：www.jawgp.org/ anet/aarj003.htm． 
 

「行動計画」のゴール（最終目標） 

国際協力をとおして，東アジア地域を渡るガンカモ

類とその生息環境の長期的な保全を達成すること． 

 
「重要生息地ネットワーク」のゴール（最終目標） 

国際的に重要な生息地の効果的な保全． 

図１．「行動計画」と「重要生息地ネットワーク」のゴー

ル（最終目標）． 
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図２．参加地での活動課題． 



２．人間活動との調和 

○人間活動による妨害の制御［マイポ湿地（ゾーニング），琵琶湖（プ

レジャーボート規制），厚岸湖・別寒辺牛湿原（カヌー）］ 
○水鳥による農作物被害の軽減［食害補償条例：米子水鳥公園，蕪栗沼，

宮島沼；東京大学グースプロジェクト］ 
○農作物の付加価値づけ・冬期湛水水田［チョンス湾，片野鴨池，蕪栗

沼］ 
○伝統的持続可能技術（等）の保存と活用［片野鴨池（坂網猟），福島

潟（ヨシあし和紙の会）］ 

○水鳥に危険な人工建造物の制御 CMS決議 7.4（送電設備）   

同 7.5（風力発電施設）  環境省地域照明環境計画策定マニュアル  
［送電線衝突防止措置］ 

○侵入種対策 生物多様性条約の指針原則（決議 VI/23）  外来生物法  
［琵琶湖ルール］ 

○エコツアリズム IUCN指針  環境省エコツーリズム推進マニュアル   
［琵琶湖湖西地方，蕪栗沼，釧路湿原，厚岸湖・別寒辺牛湿原 等］ 

３．対話・教育・普及・啓発  
ラムサール条約普及啓発プログラム (決議 VII.9)  環境教育推進法  

○教育活動［蕪栗沼（宮城教育大学フレンドシップ事業），ガンカモ類

教材づくり（主幹：ウトナイ湖），ワールド・ウェットランド・デイ

の活用等（各地）］ 
○普及啓発活動［各地（観察会，シンポジウム，芸術コンテスト，ニュ

ースレター，HP等）］ 
○研修プログラム［ガンカモ類での事例無し］ 

○プログラムづくり［ＳＦＯ おすすめ
シギチドリ類フライウェイオフィサー

：ハンター湿地における対話

戦略］ 

 

 

４．調査研究・監視
モニタリング

 

○生息環境の監視 ラムサール湿地情報票（決議 VIII.13）   

湿地モニタリング計画枠組み（ラムサール決議 VI.1）  
［学術研究奨励補助金（新潟市，豊栄市，厚岸町）］ 

○ガンカモ類個体群の監視［各地，環境省モニタリングサイト 1000］ 
○ガンカモ類の渡りの追跡［米子水鳥公園，琵琶湖，片野鴨池，福島潟

（豊栄市），宮島沼（東京大学），クッチャロ湖］ 

５．生息地間の相互協力・交流 

○相互協力・情報交換［新潟県湖沼ネットワーク，メーリングリスト］ 

○国際協力・交流 ラムサール国際協力指針（決議VII.19）   

IUCNガイド ［米子水鳥公園（レナ川デルタ），琵琶湖（滋賀県・

中国湖南
ふなん

省），片野鴨池（チョンス湾），日ロ沿岸市長会，ＪＩＣＡ

研修］ 

○国際貢献 サンホセレコード（ラムサール決議 VIII.15）   

６．ガンカモ類個体群の保全 

○個体群単位の保全活動への参加［トモエガモプロジェクトチーム（日

本事務局：片野鴨池），オオヒシクイネットワーク］ 

７．資金確保［福島潟自然文化基金，各地（助成金等）］ 
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